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東京港湾地区における広東住血線虫の調査研究2

中間宿主忙ついて

東京池湾地区において住家性ネズミ類にっいて広東住

血線虫の謁査を行ない,ドプネズミ粉よびクマネズミか

ら本種を商率に検出し,すでに報告した(堀,楠チ"972).

今回は本秘の中朋宿主について網査を行ない,コウラ

ナメウジ類2種より本種の第3期幼虫を検出し,またラ

ツトへ尖験的に感染させ,ラットの肺動脈から成虫を

得,広東住血線虫であることを確認した.なお,1972年

1月以降同地区で柿獲の住家性ネズミ類に0いても調査

し,本種を検出したので報告する.

材料およぴ方法

広東住血線虫の中間宿主としてナメクジ類の調査を主

とした.ナメクジ類は Fig.1, Fig.2の需査地にみら

れるように広東住血線虫寄生のネズミ類が捕獲された揚

所の周辺を対象に品川地区 A, B'およびCの3力所,

晴海地区D粉よびEの2力所の計5力所で採集した.翻

査は1971年10月より伺年12月まで行ない,またナ〆クジ

内の広東血線虫幼虫の月別の保有状況をみるためにひき

つづき,1972年1月から同年Ⅱ刀まで毎月1回定捌的に

品,川地区のBおよび晴海地区のDの2力所で採架した.

ナメクジ勲の検査は採集したナメクジ類を尖験室に

持参後,250C の恒温室内で飼育し,ナメクジは生のま

ま個別に1%塩酸パプシン消化法により煕卵器内(約

400のに30分放皿後広東血線虫幼虫を遊出させ,遊出

した幼虫の有無を観察し,幼虫を計数した.飼青は径約

12Cm のシキーレに薑をし,釜の上下に水で湿した滝紙

を皿きシ十ーレ内を湿室にして飼宥し,餌はレタスを与

えた.一部のナメクジにっいてはナメクジ体内での広東

住血線虫幼虫の分散をみるためにナメクジの軟体部(足

およぴ筋肉質部)と消化腺およぴその他の臓器の2部分
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検査成績

本凋査で採集されたナメグジ類はコウラナ〆クジ類2

種でチャコウラナ〆クジιi川α,む(hhリNυυlia)"1ar・

ghlolh'ゞ M田ler (photo.1)とノコウラナメクジ Dι,'0・
ιel・as T,α1・huls (A. AdamU5)(P110ι0、 2)であつた.

これらからは広東住血線虫幼虫だけが検出され,他の寄

生虫類は検出されなかつた.
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Table l prevalence of the infecti0Π 0{ terres・

trial slugs with the 3τd stage larvae of
AhgioSιr0πgJINS ιaπ10Neπ'is in the

harbor 5ide aTeas of Tokyo

NO. of NO. of positiYe
Location

examined positive Tate(0

S111naga研,aA 47 14 29.8

27,82279

5.1239

Tota1 165 38 23.5

HarUミni

Fig.2 T11e surveys 0ι tetrestrialslug5 made
in shinagewa A, B, c and Harumi
D, E

広東住血線虫第3期幼虫の検出状況

品川および晴海地区の2地区共塁ウラナメクジ類は採

集されたが,両種共に採集されたのは品川Bおよび晴海

Dの2力所であつた.

ナメクジ類からの第3期幼虫の検出状況は Tabl.1

に示した.チャコウラナメクジについては体畏3.1~4.6

Cm,体巾0.7Cm の個体に0いて検査した.第3期幼虫

は品川地区 A, B 粉よびCの3力所では165匹中能匹

(23.5%),晴海地区DおよびEの2 力所では計130匹中

52匹(40.0%)の総計295匹中90匹(30.5%)に検出さ

れた.採集地別にみると品川Cおよび晴海Eではそれぞ

れ5.1%および3.8%と陽性率は低かうたが,晴海Dでは

逆に64.1%の商い陽性率であつた.

ノコウラナメクジについては体長 2.9~4.20m,休巾

0.60m の個体について検査し,品川Bでは139匹中詑匹

(37.496),哨海Dでは採集数少く 7 匹中 2匹(28.6%)

の総計146匹中54匹(37,0%)の幼虫がみられた,

チ十コウラナメクジより検出の第3期幼虫20匹を計測

し,その計測位は Toble 2に示した,体長平均0.妬mm

(0.U~0.49mm)、体巾0.02mm (0.02~0.03mm)で形
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Table 2 Measurement5 0f the 3rd stage larvae

Of A11giosh'ogJ,1"S ια,U0πιπSI'$ found from
ιhNa工井largiπaι"S

Leηgth from head

NO. of Body Body Nerve End o{ Genital Anus
Oesopha・ premor・

、Yotmslengthwidth ring gus dlum
(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)(mm)

0,29 0.420.46 0.02 0.09 0.18

0.27 0.400,44 0.02 0.07 0.16
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Table 4-1

C011ecting

NOV.、 1971

Dec.. 11

Jan,.1972

Feb.,/1

入ιar.,/1

Apr.,/1

May、/ノ

JUTI_/1

JUI../1

Aug., 1/

Sept.,ノノ

Oct、,/1

1ゞOV., 1/

Seasonal occurTence of the lnfection of

Ahgio'b、ogJ.11's ca11t0πιπSh in

Tempe・
rature

゜C

NO.0ι
C0Ⅱec・
ted

0.8

25.6

33.2

20.フ

8.0

16.5

6.0

玲.0

23.0

25.0

26.0

33.0

28.0

25.0

23.0

21.0

NO. of
exa・

111ined

]ar、,ae of A.ι'1πι0,1e,ιSis

3rd stogeLaTvae
Total IaTvae

Per slug Per slug

480 13.フ 13.4

127 3.6 3.6

9 1 、 51.5

NO. of

Positi・
Ve

Positive

rate

(96)

48

1

IJ."1α1'gU1ιι11i$肌・ith t11e latvae of
1-1且τUmi area

56.9

67.2

フフ.8

61.8

37.9

Ist

Stage

Number of larvae o{ A.ι・a,1t0非eπSis

3rd stage3rd2nd La王Vne
Total Iarvae

Per slugSlage Sta容e
Per slug

1119 1133 49.2 48.フ

652 974 17.フ 11.9

15即 1757 39,0 35.1

1199 1449 21.826_3

122 143 4.9 4.2

Months of

C011ecting

Table 4-2 Seasonal occutreflce of the infection of l"_"゛α1・ghl'↓i"S With ι1)e larYae of

Aナι"io$ι1'011gJ、1"S ιa1リ0πe/Mi' in shinaga、、,a atea

であつた.なお,検査の翔問中チャコウラナメクジでー

個体中第3翔幼虫数詑3匹検出された多数寄生のものも

あつた.またチャコウラナメクジの連絖切片でその寄生

状況をみると Photo.3,5,6にみられるように虫体

周辺は線維細胞様細胞に取り囲まれた像で,足および筋

肉質部に多くみられ,中には線維細胞様細胞に取り囲ま
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5

0
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19認

685

0.1

態的にもまた計測位からも広東住血線虫第3捌幼虫の

特徴に一致した(photo.4).チャコウラナメクジに

ついてその体内に粘ける寄生状況をみると Table 3に

示すように個体毎に解剖した29匹では広東住血線虫総

数は軟体部(足および筋肉質部)には167匹(85.2%)で

大部分を占め,消化腺その他の部分には29匹(14.8%)
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Of ι."mrgh1α1"l with ιhe 1皐rvae of
'4,1gioah'0,1gj,116 ιαノ110J1ι!,1Sis in Ha'
rumi and shinegawa are皐S

れた中に3~4個の虫体断面のみられる組織反応を示し

ているものもあつた.

第3期幼虫保有ナメクジの月別陽性率

広東住血線虫幼虫保有状況を月毎に観察した.観祭し

た期冊は19社年11月から1972年11月まで晴海Dおよぴ品

川Bにおいて毎月一回定期的にチャコウラナメクジを採

集し,広東住血線虫幼虫の検出を行なった.その保有状
況は Table 4-1, Table4-2 および Fig.3 に示した・

晴海Dでは陽性率を月別にみると1971年Ⅱ月は56.9%,

12河67.2%,1972年1月7フ.8%,2月61,8%と高率にみ

られ,3月には37.9%と減少し,4,5,6,7月の 4

力月開は金く検出されなかった.8月は9.1%と{帳かな

がら検出され,9月42.1%,10刃56.0%,11月45.5%と

換第に高い陽性率が得られた.すなわち,Ⅱ月から翌年

3月までは幼虫保有がみられたが4月から7月までは全

くみられなかった,侃.川Bでは1碕海Dに比し,採集数は

少なく,陽性率も低率であったが月別には晴海Dとほぼ
同様の傾向がみられた.ただ1972年2月には19匹の検査
で検出されなかった.1972年9,10月にも検出されなか

つたが,これはこの丹は士地造成のため採集場所を多小

移動させたためと恐われる.また11月にはこの附近から
は全くナメクジは採集されなかつた.

晴海Dでナメクジ内寄生の平均幼虫数を月別にみると
1971年11月から1972年2 jほでと 1972年9j1から11月ま
では最低17.7匹,最袖刊9.2匹と多いが1972年3月およぴ

ノ'.
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Table 5 Recovery o{ adult worms of A"gm'ι、
↑・0討gJ,11ι工ι・a"t0加"li$ from experimentaⅡy

infected r丑t5 With 小e 3rd sta名e 1日Υνae
{ound from terte5tria1 51Ugs by

Oralin{ection

^ Harumi area

Shj"aga鶚'a

゛.^、、_

NO. of

8月は陽性率と同様にそれぞれ4.9匹,1.0匹と非常に少
ない.またナメクジ内での虫体の発育をみると,1971年

12月から1972年31ほでは第1拘,第2期の虫体が検出

されてぃる力二1972年9月からⅡ打まで第リ馴,第2捌の

虫体は検出されなかつた.

第3期幼虫のラットへの感染尖験

ナメクジ類より検出の第3蛎幼虫をウィスター系のラ

ツトに経萪感染させ,害生状況を観察した.感染力法は

ナ〆クジ類から1%塩酸ぺプシン消化法により換出した

第3拘幼虫を実体顕微鏡下で卯匹宛計数し,経口感染用
の長針の注射針を用いてラットの智に確実に到達するよ

うにして感染せしめた.感染後50-60日目に厩殺し,肺

動脈内の成虫を計数した,ラット10頭にっいて実験を行

ない,その成績は T北1.5に示した.広東住血線虫は

10頭共に感染し,寄生率は25~舗%で平均55.8%であっ

た.肺動脈内成虫寄生数は雄平均9.1匹(3~19匹),雌
平均13.2匹(2 ~19匹),引'22,3匹住0~誕匹)であっ

た.肺動脈から得られた成虫を雌挑それぞれ10匹宛計測

し,晴海地区で捕獲のドプネズミより得られた成虫の計

測位と比較した. Table 6に示されるように雄成虫は感

染実験ラット群では体長平均21.13mm (19.50~21.'17

mm),体巾0.3mm でドプネズミから得られた姓成虫の
計測値とほぽ一致し,また延成虫でも感染尖験群では体
長平均28.45mm 26.92~29.90mm),体巾0.44mmΦ.4~
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Table 6 Comparat武,e measutel"e"1S

found fTom

Mnle

Body length

Boay 、vi(1th(at 111e 、Yi〔]est pn丁0

OesoP11ngus lengt11

SpicU1峪 leTlg小

Female

Body lengt11

Boay 圦,i(1ι11(at dle 、、,idest parl)

Oesophagus leogt11

VUIYa(from posterior en(D

Anus (fTom posterioT en(D

Of the si2es of .いgル"γ,'0,JgJ.11'S ιdJJI0,ル,,1'i'
Tats and wild r壮ts

Of experimentnlR且ι5

Infection

]0

menn(mm)

21.13

0_3

034

1,16

0.5mm)でドプネズミから得られた雌成虫の計測仙とも

幅.ぼ一政した.すなわちナメクジ類よリ得られた第3弸

幼虫はラットへの感染尖験によ0て広東住血線虫である

ことが群'1忍できた.

東京港湾地区における住家性ネズミ類の広東住血線虫

保有状況

品川および冊伶'地区の住家性ネズミ類についての保有

状況はすでに報告した力1、1972年も続いて棚査を行な0

た.同地区は1972年lj}から10jほで調査した.また羽

田空港内および昭和島では F*.1に示されるように住

家性ネズミ類について闇狂し,捕獲期闇は1972年,2"

から3門までの問であつた.ドブネズミのみ捕獲され,
rT

その岬洋i状況は Table 7-1、 T'ble 7-2,に示した. UⅡ

川および晴海地区では内頭中Ⅱ頭(13.9%)に羽田空港

内では63頭巾 1頭(1.6%)に検出されたが,昭手川島で

は87頭検在したにも拘らず全く検出されなかつた.

その他の寄生蟠虫類を虫極別に陽セ匪与でみると、r'山le

フ-1にみられるように,舟゛11,岬1海地区では線虫類5種,

条虫類3郁が検出され,中でも入ひ,0点rωlgYh'S ム,'d・

9ih'eリSi.ゞ才6 よび Sh'OJlg〕・10idι,S I'α11i 力二多く検出さオ1

た.羽田空港内では線山類6種,条虫類3秬が検出さ

れ,その内で C"piπ"ガα/NY加lim 力1非常に多く検出さ

才L, C丁Siiιイリ'r"S /11SO'0/'υ'iS も多く 1寅1"さオ1た,Ⅱ三下Ⅱ島

では線虫類6種,条虫類3樋が検出され,そのうち Ni・

,,osh'0"glh'す 01、aN'h'eNsis, cd,i11dl'ia /k,,nh'α1 および

CJ,liiιτ1'chs /dSι1'oldl'iN 力二多く 1灸111さオむナこ.な■3,今'回

、YorTns

RaTlge

19.50~?1.'17

10

mean(mm)

28.45

0'44

0.34

0.20

0.06

0.3 ~ 0.35

0,99~ 1_29

1て"iiN,9 11ωえ'egk'Ns of
naturnl infection

、vor"1S

10

me11n(mm)

21.31

0.3

0.3

1,22

Rnηge

26.92~29.90

0.50.4 ^

0、3 ~ 0.4

0.19~ 0,21

0.05~ 0.07

213

、uorms

Range

19.90~22.37

0.29~ 0.35

0.25~ 0,35

1.12~ 1.27

4.8

10

meιm(mm)

29,89

0.43

0.36

0,19

0.05

フ-1 111e prevalence of l)arasitic he】minths'1'nble

Of Rdl/hS 110,1'egir",ゞ in the 11nrl)or
Side arens of lokyo

Shinaga訊.n
HaTleda

1"ocality and Hnrumi
a】rportarens

、Yotlns

Range

26.83~'0_36

0.4 ~ 0.5

0.3 ~ 0.4

0,]6~ 0.23

0.03~ 0.06

39.フ

NO. of Todenls
eX荘111ined

3.4

ゞ1円gio'ヅ1'0/1g).1iis
raN/ONCNNIS

'＼'りり,0.ゞh'0,1g、Y11i,f
ム1'asi/i'リ1工1:S

Sh'ωtきぴ10iι1',S
,'"1tι

79

Posit武・e

立、te (96)
Of

rodenls

CU,i11"ri"
ノ」'ソ,ιlh'ια

IJ/'0/ON,i,'1il'α

Sho、、,ι1・

」1mn

63

28.フ

Positi、,e

rnle (90)
0{

TodenιS

13.9

1/iリ'り'"ιis

.可Ph"10sa

1'1'iイ'1Ⅱi,'is J/11iJ"i.ゞ

SJ,jjdι'hl sp,

けJ.JJ1ι,10/elJi.L
ιli"ii/1"んし

1'1JリNe"01'ソ」is

87

.15_6

P05itive

訊ιC(%)
Of

rodeτ11S

1/1ι'1'1'

、10.5

1.6

1'1.3

0

0

33

5.1

CJゞh"'el'ι"S
ノ'"NιioiιU'is

( 3:})

31.0

73.0

二5

6.3

0

Ⅱ2

0

h"ha

;}3.3

11.4

6.3

1.6

1.6

3.4

2.5

17、 5

1.1

0
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PTevalence of A,1gio$b'0πgyι"S ιαπt011ι11Sis in Raihι$?10,π'egicNSTable 7-2 The

C011ected in 血e h且τbor side areas of TORyo

11且τU宝niSbinagawa and areas

Haned且且lrport

S卜10wa・jima

Locality

Table 8 Number of Aπ宮io$h'0井g),1ιιS ιa1リ0加"lis {ound from pulmonary
arteries of par丑Sitized R"thlS ア10,π'cgiι"S

RodentMonths of

Locality
Sex 、、'eight(g) き

NO.

NO. of
exaTnined

古

n

早

NO. of
A,ι'1,゛10"e1ιSi$

9 Total

6

14

36

7

8

5

4

24

玲

4

8

14

trappmg

Total Total

Jan

/1

ナメケジ類はゴウラナメクジ類でチャコウラナメクジ

ιi"14↓ナ"al'筈blahιぶとノコウラナメクジ i)ι1'0ιιras

でm・iα那の2種であった.これらのナメクジ類は山口.

波部(1955)によれぱ本士では3科6属9種あるが,コ

ウラナメクジ類は3属5種で,今回採集のニウラナメク

ジ類2種は普通種であ0た.

今回本線虫の第3掲幼虫は本土でナメクジ類からはじ

めて検出され,品川および晴海の両地区共にみられ,チ

ヤコウラナメクジでは平均30.5%,ノつウラナメクジで

は平均37.0%という高率であった.なお検出された第3

期幼虫を実験的にラットに感染させて戒虫を得,形態的

に広東住血線虫であることを確認、した.

本線虫の中問宿主としてのナメクジ類についてはMa・

Ckerras and sandars (1955)がオーストラリアで,は

じめて Agl・ioli"1a之 1α此,ム'(Deroceras l"しむ、ι)から第

3期幼虫を検出して自然感染を証明し,またιh,MI

Ⅲ力0π'加を使って尖験的に中問宿主となることを証明

し,この地域での好適な中問宿主と考えた. AHcaねは

ガ

, 1972

"

Feb
,

Apr',

Positive

nurnber

合

"

214

165

246

250

210

259

198

160

170

98

171

300

牢

"

13.9

1.6

0

リ

"

S11inaga、、,a

Total

13

"

"

May,

の調査で検出された広東住血線虫保有ドブネズミ12頭に

ついての寄生状況は Table 8に示すように羽田空港内

では2月に,芝浦では4月および5月に捕獲のドプネズ

ミにみられ,品川地区では1月およぴ6月に,晴海では

6月粉よび10月に捕獲のドプネズミにみられた.

"

Haneda aitpor

S11ibaU地

H

11

ガ

財

Posltive rate

(96)

Jun.,

Sept.,

Oct

/1

"

古

ガ

16.2

"

早

"

ガ

,

"

考察

本来本線虫は太平洋諸島,東南アジアからさらにマダ

ガスカル島にかけて熱帯亜熱帯地域のネズミ類に広く分

布する線虫であり,ヒトに対しては本極の中間宿主とみ

なされる陸産の貝類およびナメクジ類などからその幼虫

が侵入し,その病害が確実視され,好酸球性髄膜脳炎

EosinophⅡic meni訂go・encephalitiS を惹起,、ると云わ
れている(Alicata,1965).

さきに著者らは東京港湾地区において住家性ネズミ類

より広東住血線虫を高率に検出した.今回はその中問宿

主にっいて調査し,採渠したナメクジ類より広東住血線

虫第3期幼虫(感染幼虫)を検出した.幼虫を検出した

11.9

2.9

0

ガ

11arutni
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Del'0ιεJ"1'ι ldι姪・ι力、ら自含襲三輩雰、をえ正旦f1し,、Yeinstein

ιι al.(1963)はメリーランドで 1)ι,.ofιras l.ιhιhlahoN

およびιh加1.εリmキhⅢ川を用いて実験的に証明した.

我が国では西村 a966)により沖繩本島,宮古島,石垣

島および西表島の諸島のドブネズミおよびクマネズミの

肺動脈から成虫が検出され,中開宿主としては沖縄本島

および宮古島のアフりカマイやイから,宮古島,石垣島

および西表島のアシヒダナメクジνero/U'此πααhe か

ら第3期幼虫(感染幼虫)が検出されている.

今回この地区でナメクジ類から高率に本線虫の第3捌

幼虫が検出された.さらにチャコウラナメクジ類での陽

性率を月別にみるとⅡ月から翌年3月までは検出され,

4月から7jほでは検1_島されていないが,このことにつ

いては今後の翻査にまちたい.

以上の如く束京港湾地区でコウラナメクジ類から高率

に第3期幼虫が検H.1されたことはこれらのナメクジ類が

広東住血線出の好適な中冊宿主であり,しかもこの地区

に広東住血線虫が定着しているものと忍われ,疫学上重

要な意毅があるものと考えられる.

空港内では63頭小 1頭 U.6%)に検出されたが,昭和

島で柿廼の87頭からは全く検出されなかつた.

以上のことからこの地区ではゴウラナメクジ類が好適

な巾問宿主と思われ,また本線虫は定着したものと誘ら

オ1る.

1971年10月から1972年111」まで来京逃湾地区の品川お

よび晴海の2地区で採集したナメクジ類について広東住

血線虫幼虫の調査,また1972年1月から10月まで東京港

湾地区で柿獲のネズミ類について広東住血線虫の詞査を

行ない,汰の結果が得られた,

1.品川および晴海の2地区でコウラナメクジ2種,

チャコウラナメクジ Limax (Le11manηia) hku'ghklhuN

MⅡ11eτおよぴノコウラナメクジ Dι,'oreJ'"工τ,dl'ians

(A' Adamus)が採集され,これらについて広東住血線

虫幼虫の検出を行なつた.

チャコウラナメクジでは 295匹中90匹(30.596)に,

ノコウラナメクジでは 146匹中剥匹(37.0%)の高率に

広東住血線虫の幼虫が検出された,チャコウラナメグジ

について本線虫幼虫の陽性率を月別に観察し,1971年11

月から1972年3jほで,および1972'手8月から11月まで

は検出されたが,1972年4月から7打までは全く検出さ

れなかつた.

2.東京港湾地区で捕獲のドプネズミから広東住血線

虫は品川・晴海地区では79頭中11頭(13.9%)に,羽田

補を耕わるに当り,御校閲を賜わつた東京医科歯科火

学医動物学教主加納六郎教疑に深謝政し主す.またナメ

クジ類の1司定をお願いした国立科学博物齢小普貞夫俳士

に感謝致しまナ

材料採集で御便宜を計つて頑いた東京検疫所岩附功美

衛生課長ならびに東京都火円区々役所建波江武久衛生課

長に感謝歌しまナ.たお,本論立の一部は第U亟1日本嵜

虫山学会(岡UI,1972)において兆饗した.
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A SURVEY OF A入'GlosrR0入:CγιUS CAハツ0八^1'SIS IN THE HARBOR

SIDE AREAS OF I"OKYO.(2) ON THE INTERMEDIATE

HOSTS OF AXCIOSTRONC】'1"US C.'1入'7τ)N1三SIS.

Eitaro HORI

(1)e,",・h,1ιノリ 0/ Aleιliι・ι1ι ZO010g、・.?わιJ'0 31αliιdl ""'1 /)eJ11dl uJI'τて゛'S11」.,1'0'つ'

YOS11Ⅱlisa KUSUI、 Akinobu MAlul and 'roshio HATTORI

(フ'0ιL、.0 ΩJI"J"ιノリi,1e siιリioJI、フ'01,.、,0.,1'り,'111)

Surveys of dle larvae of AリgJolh'OJι&V/1'S αυ1/ιリ1ιリ1工Is ln terrestrial slugS 肌,ere made

the 11aTbor si(1e areas of TORyo duriDg the period from NOYeml〕er 1971 to Novelnber 1972, a

Of .4. C'Pιi0ノιtナιSi$ in house rodentS 訊'ere olso made in t11e same areas during the periSUTveys

from JnnuaTy to october 1972, end t1祀 results 、、'ere aS ι0Ⅱ0、、'S :

1. T、V0 5Pecies of terrestrinl slugs,ιh,!αユ!(1"ι1υJι"JυⅡ、α 1」1α1'giπ'11".4 NIU Ⅱer and l)e,'0ι'e,'"S

τ,α1'iah'(A. Adams)肌'ere examine(1 0s inteTmediate l]osts of 'A. aUリ011ιSis. Ninety of 295 ι.

,,」'1,'gh1ι1/U'(30.596) Rnd 54 0f 146 1)、 t.'1,'iイ111S (37.096)訊'eTe paτ日Sitized 、、,ith the 3td stage larV11e

O「ハ.ιd,1101」e,」'6 in t11e 11arbor side nreas shinaga、、,a and H且τUmi arees . 1rl t11ese surveys,

t1祀 infection of ι."1'U'gh゛ai"N 、vi【h 小e 3rd stage larvae lvas found duri"g the period from

Noven11)cr 1971 to March 1972 and {rom August to Novembet 1972, 110机'evet, Tlo infection of

1'.υια1"gh1αlh'c wi11) tlW 3rd sta客e lar、,ae l、'as found during the peri(Hl from April to luly 1972、

2. Eleven of 79 Raihls N01π.egiιli、ゞ a3.996) in t11e hatbor side area5 (shi訂aga、υ皐 and

Horumi areas) and l o( 63 R. noJ先,ビgirlis (1.696) in the Haneda airport aTea 斜'ere parnitized

、、・itil A. rα1リ01牝リ1"S. No infection of A,α1討10肌リ1"S 、、'皐S found from 89 R,,1011Y,gi""N in

S110、Ya・jima of t11e harl)or side erea

These tesults indicate t11at terrestrial slugs,1,iJJ1ι1.1:1,1ι11'gi,1ι1/1'N an(1 Dι'1'or'り'ιιS T"11'i'U" a

natura! inte訂11ediale hosts of A."'りリ0,ルリb'h ln these areas

0.1 Terrestrial slug,ι,i"1"'ど 1,1drglJ1ιli"S XI.5

Terresttial slug,1)ι,,'oreJ'ιIS I"υ'ιι111S XI.5

Tissue secti0Π 0{ι."1a,'giJ1ι11ⅡS. sho、ving cross sectoin 0ι larvae of A. aUリ0Jle,1,CIN in

mantle and foot 0ι 51Ug.×250

T11e 3td stage lnrva foUチ1d {rom 51Ug.×4〔幻

Tissue section of l"."1α1'gh1α/1'S, sho、、.iilg cross sectlon of larva in m丑ntle 日Πd foot o{

51Ug.×150

1'is$ue section of ι./J1ι11'gh1α1ιIS, sho、ving nodule 肌'it11 the latva of A.ι'd,UO,1tJIIJS. Larva

訊・aS 5Urtounded by t11e connectiYe tissue,×300
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